
•• 河畔林は洪水時には流下能力阻害の要因となり、また流木となって河畔林は洪水時には流下能力阻害の要因となり、また流木となって

被害を及ぼす可能性がある。一方、河畔林は生物の移動経路とし被害を及ぼす可能性がある。一方、河畔林は生物の移動経路とし

ての機能を有しており、保全にあたっては治水面との整合を図りつての機能を有しており、保全にあたっては治水面との整合を図りつ

つ、縦断的な連続性並びに周辺樹林地との連続性に配慮する。つ、縦断的な連続性並びに周辺樹林地との連続性に配慮する。

天塩川らしい河川環境の保全②天塩川らしい河川環境の保全②環境

河畔林の機能に配慮した保全河畔林の機能に配慮した保全((例例))想定される動物の
移動経路

山付きの河畔林を優先的に残す
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